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ムスリム の 背 様 。 私 た ちら は イー ド を 迎 え 
る こと が で きま し た 。 ア デッラ ー に どれ ほど 感 
謝 し て も 足り な い ほ ど で す 。 


イー ド は 、 人 々 が お 互い に より 親しく な り 、 


不愉快 で いる 人 た ち は 和 人 解 し 、 配 偶 者 や 親友 
た ち 、 親 戚 た ちと 交わ り 、 訪 問 し あう 、 特 別 
な 日 で す 。 この よう な 素晴らし い 日 々 を 私 た 
ち に 恵 ん で くだ さっ た アッ ラー に 、 限 り の な 
い 感 謝 を ささ げ ま す 。 なぜなら 、 イ ー ド に お 
ける この 幸福 感 、 こ の 豆 び を 、 感 情 や 求め る 
も の が それ ぞ れ 違う 数 十 僚 の 人 々 に 与え る こ 
と は 、 人 間 に は 不可 能 
な こと で ある か ら で す 。 皇 
イー ド は 、 ア デッラ ー が 
どれ ほど の 力 を お も ち 
で ある か を 示す も の の 
ー つ で も ある の で す 。 
兄弟 姉妹 の 皆様 。 こ 
の 素晴らし い 朝 に 、「 ア 
ッ サ ラー ム ア デア ライ クム 」 
の 挨拶 を 大 い に 行 な い 
まし ょ う 。 相手 を 知ら 
な く て も 、 ま ず 目 分 が 挨拶 し まし ょ う 。 な ぜ 
な ら こ の 所 拶 は 、 信 者 の お 互い へ の 愛情 、 関 
心 を 極め る も の で ある か ら で す 。 私 た ちの 教 
え は 、 信 者 達 の 間 の 愛情 と 敬意 、 一 体 化 、 そ 
し て 統一 を 命じ て いま す 。 度 護 の 色 、 民 族 、 
言葉 、 地 域 、 思 想 の 違い は 、 知 り 合 い 、 互 い 
に 発展 し あう 機会 を 作り 出す も の だ と 見 な さ 
れ ま す 。 信 者 達 が 互い に 協調 性 を 持っ て 振舞 
うこ と を 求め ます 。 同 時 に 、 社 会 、 宗 教 、 民 
族 の 価値 を 傷つけ 、 そ れ ら を 分 像 させ 、 仲 た 
が いさ せる よう な 行為 は 厳し く 禁 じ ら れ て い 
ます 。 ア デア ッ ラー は この こと を 、 ク ルアー ン で 
以下 の よう に 示さ れ て お られ ます 。 「 あ な た 
が た は アデ アッラー の 絆 に 皆 で し っ か り と 結 り 、 
分 袋 し て は な ら な い 。」( イ ムラ ー ン 家 草 第 
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1 0 3 節 ) 「 あ な た が た は アッ ラー と 使徒 
に 従い な さい 。 そ し て 論争 し て 意気 を くじ か 
れ 、 力 を 失 な っ て は な ら な い 。」( 戦 利 品 章 
第 4 6 節 ) 「 明 証 が か れ ら に 来 た 後 分 裂 し 、 
また 論争 する 者 の よう で あっ て は な ら な い 。 
これ ら の 者 は 、 厳 し い 徳 六 を 受け る で あろ 
う 。」 (イム ラー ン 家 草 第 1 0 5 節 ) 「. 信 
者 た ち は 上 兄弟 で ある 。 だ か ら あ な た が た は 上 兄 
第 の 間 の 融和 を 図り 、 ア ッ ラ ー を 虹 れ な さい 。 
必ず あな た が た は 慈悲 に あず か る の で あ 
る 。」 (部屋 章 第 1 0 節 ) 

上 兄弟 の 姉妹 の 皆様 。 
イー ド を 、 そ れ ぞ れ に 大 
切な 機会 と と ら え 、 で き 
得る 限り 、 近 し い 人 々 や 
友人 た ち を 訪ね まし ょ 2 う 。 
負 乏 し て い る 人 々 が あれ 
ば 助け まし ょ う 。 子供 た 
ち を 豆 ば せま しょう 。 さ 
ら に は 、 イ ー ド の 機会 に 、 
ムスリム で は な い 人 々 に 
も 贈物 を あげ まし ょ う 。 
そし て 何より も 大 切な こと は 、 デ アッラー へ 、 
純粋 な 心 で ドゥ アー し 、 祈 り ま し ょ 5。 

ドゥ アー する 時 は 、 世 界 中 の 、 困 難 な 状 況 
に あっ て 助け を 必要 と し て いる 兄弟 た ちの 為 
に ゃ も 祈り まし ょ う 。 彼ら が 一 時 で も 早く 、 や 
すら ぎ を 取り 戻せ る よう ドゥ アー し まし ょ 2 う 。 

また 、 ラ マダ ン 月 に 私 た ち が 獲 得 し た よい 
習慣 を 継続 さす せる よう 努め まし ょ う 。 よい 振 
婦 い は 、 ラ マダ ン 月 以外 に お いて も 、 よ いも 
の で ある か ら で す 。 醒 い 行 い は い 、 ラ マダ ン 月 
で な く て も 、 醒 いも の で ある か ら で す 。 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 皆様 の イー ド を 、 
心から 祝福 いた し ます 。 アッラー が 、 私 た ち 
真 の イー ド を 天国 で 与え て くだ さい ます 
よう 、 富 い 、 願 いま す 。 
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